
浦添市公園まちづくり研究会 公民連携部会（第２回）及びワーキング 

開催概要 

 

１．日時 

 

2021 年 2 月 2 日（火） 14:00～17:00 

 

２．場所 

 

●集合会場 アイム・ユニバース てだこホール 多目的室 2 

結の街（市民協働部会聴講） 

 

 ●オンライン ZOOM ウェビナー 

 

３．プログラム: 

 

【第 1 部】公民連携部会 説明会、セミナー  14 時 00 分～14 時 40 分 

 

◎浦添市からの説明 

浦添市公園まちづくり概要、主要経緯、経塚公園方針等 

 浦添市都市建設部美らまち推進課 景観まちづくり係 係長 比嘉 亨 

 

◎セミナー 

「知って得する！資金調達方法 

 ～創業資金融資を参考にした金融機関の審査担当者の考え方～ 

（Park－PFI への応用）」 

沖縄振興開発金融公庫 調査部 地域連携情報室 室長 伊志嶺 朝彦 氏 

 

【第２部】ワーキング   14 時 50 分～17 時 00 分 

 

テーマ「公園健康機能とそれを補完する 

景観、緑、食、文化、防災、観光、賑わい、遊具等の機能連携」 

 

◎研究会(公民連携部会とワーキング)の活用説明 

新産業文化創出研究所 所長 廣常 啓一 氏 

 

◎ワーキング 

 



ファシリテータ ：新産業文化創出研究所 所長 廣常 啓一 氏 

 

発表１：医療法人オレンジホームケアクリニック 

発表２ :一般社団法人食の拠点推進機構 

    ／一般社団法人日本施設管理運営協会 理事長 上村 章文氏 

発表３：一般社団法人食の風 代表理事 田﨑 聡氏 

発表４：カゼモニワ 代表 多田弘氏 

発表５：K‘s coffee 廣田氏 

発表６：株式会社森下建築総研 代表 森下 修氏セミナー 

発表７：トイレ汚水を循環再利用する自己完結型水土浄化システム 

 

【発表概要】 

 

発表１『「つながり」が生まれる公園 ～地域の健康を高める公園づくり～』 

 

医療法人オレンジホームケアクリニック 紅谷浩之氏・西出慎吾氏 

 

 「孤独」が健康を阻害するという研究がすすみ、「つながり」づくりが個人の

健康だけでなく、地域の健康作りにおいても重要であることが分かってきた。

そもそも公園は様々な人が集い、交流を深める拠点である。まさに、「つながり」

を作る拠点としての親和性は高い。 

 今回、「医療」「食事」「運動」を健康事業として展開しつつ、地域住民及び観

光客等の「つながり」を創出する公園作りを目指している。つながりを生み出

す公園は、地域の健康度を高め、幸福度さえも高める拠点になる可能性を秘め

ている。 

 健康長寿・ブルーゾーンであった沖縄から、公園を活用した新しい健康作り

について全国・全世界へ発信していきたい。 

 

発表２「地域住民参加による健康づくりを実践できる地域拠点としての健康公

園」 

 

一般社団法人食の拠点推進機構／一般社団法人日本施設管理運営協会 

 理事長 上村 章文氏 

 

基本コンセプト 

 □健康と食をテーマにした住民参加によるイベント 

 □健康機器・遊具による持続的な健康づくり 

 □公園の広場を活用した屋外ヨガなどの健康イベント 



 □健康ビジネスのスタートアップ支援 

 □食とエクササイズの複合化したウェルネスプログラムの実施 

 □個人個人の健康状況に応じて、パーソナライズされたレシピ開発 

 □収益性のある商業施設として地域住民のニーズに対応したコンビニ等を整

備 

「琉球庭園都市」のコンセプトに沿って、建築家、造園などの専門家の参画

により、アート志向で琉球文化にリスペクトした意匠による魅力的な施設整備

と緑化・造園を行います。 

 

発表３「浦添琉球庭園×ボタニカルガーデンパークプロジェクト」 

 

一般社団法人食の風 代表理事 田﨑 聡氏 

 

琉球王朝時代、百浦添の地は薬用作物歴史ある地として知られています。 

そんな琉球には様々な薬用植物が植生され、その多様性は、亜熱帯気候によ

る島嶼性が産みだした独特な地域性によるものです。ウコンをはじめ、月桃、

桑、ヨモギ、リュウキュウヒレサンショウ、ニガナ、シークヮーサーなど多種

に渡る薬草が栽培され、今も自生して  います。また、王朝時代、唐から渡

嘉敷通貫親雲上が琉球に伝導した「御膳本草」に記載されている薬膳のノウハ

ウには素晴らしいものがあります。こうした薬用作物を使って「医食同源の島」

＝沖縄＝浦添ならではのこのプロジェクトを成功させることで、「市民の健康」

を目的とした「健康な食と農のある楽しい公園」をめざします。 

 

発表４「住む人が心地よく訪れる人が楽しい緑のあるまちづくり 

     ～浦添市から広がる琉球の庭園都市～」 

 

カゼモニワ 代表 多田弘氏 

 

緑と一言で言っても、それぞれの場所によってデザインの在り方が違います。

沖縄の独特の美しさを引き立てる、街に合った植栽デザインの提案をしたいと

思います。 

 

発表５「カフェメニューへの自家焙煎珈琲の提案」 

 

K‘s coffee 廣田 香氏 

 

〇カフェメニューへの自家焙煎珈琲の提案 

・ 浦添市内業者のため、いつでも新鮮で美味しい珈琲豆を納品可能。 



・ 「公園オリジナルブレンドコーヒー」等の商品開発。 

・ オリジナルの商品がお土産がお土産として利用されれば観光へも繋がる。 

〇イベント・ワークショップの実施について 

・ レンタルスペースを利用してワークショップを開講する方が多い。 

・ 浦添市内の事業者が中心となって開催している「浦添まちゼミ」では毎

年 30～40 の講座が講されており市民の参加も増えてきている。店舗を

構えていない事業者やハンドメイド作家さんには公園などの公共施設利

用希望者は多い。講座の内容としては健康、美容、食育、子育てハンド

メイド等多岐にわたり受講者の年齢層も幅広いので市民の公園利用にも

繋がる。 

 

発表６「琉球庭園都市に浮遊する経塚テラス」 

 

株式会社森下建築総研 代表 森下 修氏 

 

経塚公園のランドスケープとそして琉球庭園都市と融合した施設デザインを

提案したい。それが私たちの思いです。常に環境と施設がある関係性を示し、

人を惹き付け、巻き込み、集まるそういう場を創ることを目指しています。公

園内施設として、カフェやレストラン、ヨガ・スタジオをデザインした経験も

あります。場、環境が持つ特質を読み解き、そこに馴染むかあるいはそこで際

立つか、環境との関係性を考えながら、エリアをつくっていく必然があるかと

思います。塚のような小山はこの公園のシンボルであり、周辺環境を見渡せる

展望スポットでもあります。この地形、ランドスケープを生かして、琉球庭園

都市を俯瞰するようなテラスを創れたらとご提案します。 

 

発表７ 「トイレ汚水を循環再利用する自己完結型水土浄化システム」 

 

合同会社やんばる彩葉 仲宗根さと子氏 

 

 トイレ汚水を浄化してトイレ洗浄水として再利用するシステム（浄化装置）

を提案します。土壌が持つ浄化作用を利用して再生された水は修景用水基準を

クリアしたきれいな水です。トイレ洗浄水は 100％再利用、余った再生水は清

掃や散水に利用できる他、河川放流・地下浸透しても問題ありません。 

 上下水道を必要としない自己完結型のシステムであるため、災害等で断水にな

った場合もトイレが使えます。また動力を太陽光・風力等の自然エネルギーで

賄うことで停電時にも稼働することができます。 

2～12t 処理の装置で 1 日 400～2400 回分のトイレ利用に対応し、継続して

毎日使うことができます。 


